
### 年 3 月 31 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所

実施日程

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

利用者数　等

＜目的＞

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

利用者にとってのメリット

＜成果＞

実施した結果

食中毒を防ぐための、危機管理対策

課題点

連携した結果に対する意見または評価

実際に見たり聞いたりすることで、より明確に実感できよかった。

自分自身のやるべきことが明確になり、その日の目標が見通せるのが、スキルアップにつながった。

得られた成果

作業内容を細分化することで、今何をやるべきかを把握できやすく、一度に記憶する量が減りました。

独力ににて作業を遂行できる。

202４年４月より

衛生管理マニュアル・作業の細分化と役割

４名

食中毒を防ぐための、危機管理対策。その場の状況判断において、記憶やスタッフの指示を仰ぐことがない、独

力ににて作業を遂行できるよう環境設定を行う。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

利用者からの意見・評価

これからの季節は、暖かくなるので、気を付けないといけないと思った。

家でも実践できるので、やってみたい。やるべきことがはっきりわかってうれしいです。

連携先企業（担当者）

内容の理解が難しく、受け入れの時間がかかってしまう。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 笑福 事業所番号 2212301838

住　所 静岡県富士市伝法2693-5 管理者名 若林　恵利

電話番号 0545-78-3130 対象年度 令和６年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

山茶花

様式２


